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同和対策地域総合センター
要覧における各同和対策地
域総合センターに関する非
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同和地区名を冠した地域総合センターの名称

／
！

n

－－Ｈ

１．，センターの概要
学区鑓〆

■缶■■■
利用対象
世帯数

9,039戸利用対象

地域名 利用対象
人口 26,838人

昭和34年８月、地域住民の拠りどころとして、また、同和対策推進の現地拠点とし

て開設されたが、その後の地域情勢の変化や施設機能充実の必要性から、昭和51年８
月、児蕊館、体育館等髄包含した地域総合センターとして新設され、今日に至る。

同和問題の一日も早い解決を図ろため､今日までの取り組みを踏まえ、「基本的人権
の尊重｣を基編にしつつ､｢住むことに誇りのもてるまちづくり｣に向けた実践を行っ
ていくための取り組､みを進めている。．．

､マーヮｹﾞｰoq

センター

の沿革

「｡

「
「人;liiii球重に根ざした感性豊かな人づくり,まちづくりＪに資するための生涯学習

の場づくりと条件整備に心掛ける。
重点辨項

－人ひとりが感性豊かに､健康で文化的な生活を営む.とともに、「住むことに誇りの
もてるまちづくり」に向けた＝ミュニテイを議成するため、地域団体・各公民館・学
校園等との連携・協力のもとに、住民が主体となった各種学習活動が展開されていく
よう、それら学習機会媚よび場の提供を図りながら、これらの自主的な活動等を支援
していく。

活動の特徴

○機構・構成 ○活動の内容

運営協雛会年２回

５月鞭業計画協議

３月事業実施報告等

市長

同和地区名を冠したセンター・関連

施設名

一・関連

雨瓢……
同和地区名を冠したセンター・関連施設譜同和地区名を冠したセンター・関連施設譜

ノ『 運営協議会

等の状況

MMDni:M鱗 !i懸籔露迩営臓会

BG

行政８人

教一青１０人

民生委員４人

･･自治会

各種団体

計

９人

20人

51人

－３－

』



2．率巣の概要（平成７年度）
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事業区分

相談事業

鯛査および

研究

事業名称

■■■■■■■■■■

￣

情報収集

相駿事業

学区名

事業内 容

からの行政・教議目麟等に応じ､関係機関、

との連携を図りつつ､適切に対応していく。

）

けﾛｯｸにおける塗罎学習の驫件塾､iの一
環として、図溜ﾄﾞ資料等の収築に努める。（随時）

対象者

地区内
のみ

近隣を
含む

○

○

自主的活!；力

の育成指導

教育、文化

の向上お

よび啓発

広報・啓発事業

教育文化および

連携事業

子育て本業

回

青少年の健全育成を図る子ども会等組織に対し、

児童館活動を中心に青Jdb指導していく。

人ﾉ櫓尊重の精神に根ざし、住民自らが誇りをも

てる「人づくり・まちづくり」を推進するととも

に､住民の主体的な学習活動に対し支援していく。

(ﾕ)住Eもの自立意織の高揚と子育てにかかわる学習

の場の提供

②教育相麟活動の充実

(3鰹l生を磨き、青tFための学習活動の場の提供

(＝ンサート、地域文庫・親と子の絵本の小部

屋惑業、人形jiU、映画等）

仏)郷土文化や郷土遺産に触れる地域学習活動の場

の提供（しめなわ､えんざ､竹細エ､栽培活動等）

(5)地域の人材（活用と発掘）や教材を生かした人

Nｂ
(6)

樹学習の場の提供

鯰
ロック域を中心とする広域的学習活動の

供（連携事業）

人補i啓発麓「ぬくとば」の発行（年４回）

｢会館だより」の発行（年８回)．

■●

○

０

○

○

福祉の増道

保健衛生

の．向上

同和対策の

椎進に

関すること

億li電づくり事業

同和地区名

広く住民の健康管理と健康増進が図れるよう、
体育館・市民運動広場・テニスーートなどの利用

促進を行うとともに、心身の管理や健康づくりに

関する学習活動に取り組んでいく。

霧霧雲iii;iii蕊
めていく。

|’

Ｈ

○

同和地区名
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３．地区の状況

当地域は、

に位煙していち￣￣￣￣￣

かっての低湿地に住宅が密架し、地域間を緒ふ道路網

も乏しく閉頗的な伏HlIにあったが顔境改響事業をI±しめとする同和対策卒業の推進に

伴い生活環境も大きく変化するとともに、隣接地域での大規模な住宅化が進んだこと
も作用し地域間交流も活発化している。

地区の

概要

匝
男女別人ロ

ー再一Ｆ夢戸
65歳以上

老人人口
地区／名 地区世帯数 地区人ロ

陣
i〔 世帯 人 人 人 人

瓜氏 751 2,166 1,090 1,076

諄く訂:軍;論:厨!；蹄１１詮:益蒋
同和地区名を冠したセン

ター・関連施設名

(A)のうち生活

保護世帯

(A)のうち障害

者のいる世帯

2７ ５ 719 、３２

住Ni繩軸,､IIJ(うち単身蹄i軋印 U蟻害者人償ﾙｰ人）

蒜針哩１１
持家住宅数

３５７

公共施設

の状況 同和地区名を冠した施設名鍼lS51166q22

悼些星嘉室-2ｋ
住宅の

状祝

公営住宅数
一

．１２２

その他の住宅数

地区内産業としては､地場産業となっている送電線エ事業を中心とした建段業であり、
今後の事業展開を図っていくうえで､経営基盤の体質鋼上に向けた自助鋤が求められ
る。

一方、就労状況では、電気エ事業での地区特性が見られるものの、事務・サービス部
門での就業率も高まっており、比較的安定した就労形態となっている。

また、地区内事業所の社会保険・労働保険のｶﾛ入率が増加してきており、不安定就労
状況も改善の傾向にある。

地区内

産業（

鰊
農林

●

漁業

卸売
■

小売業

Ⅶ“密
洲蠅櫻 サービ

ス業

就労形態 建股業 製造業 公務 その他 計

就業の

状呪

（人）

常用

雇
用 溺，躯 Ｃ●

自営業者

高等

専門

学校

専修

名種
学校

高等

技術

専門枝

教育の

状．況

（人）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 その他 計

7１ 2０ 166 7７ 7５ 1６ ６ １ 432

け

－５－
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４．地区内団体の活動状況／~￣￣￣
同和地区名、

団体名
／
／ 活動内容．

〆

部辮放同盟酢部
(iii入部､宵年部を含tf）

三役部長会、執行委員会、支部大会等

老人クラブ(３クラブ） 学習活動、健康づくり活動、学区内他老人クラブとの交流活動等

子ども会(５子供会） 各区子供会が主体的に実施（キャンプ、廃品回収等）



同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施股名 郵便番号、住所

歴壺ﾖｰＭＡ5･センダニおよび鱸施剰jプブ行7-局!
●■

〒520
■閉名称 所在地

０．．３１に

電話 0775 ＰＡＸ、
１１１．

開館時間 ９：00～21800

■■･･ｄｏ.q□

敷地面積3,172㎡

建物面積１Ｆ714㎡．.：
‘．・２Ｆ‘637㎡．．、

椿造コンクリート造２階建
Ｐ１

ｅｐ●

±・日騒副祝日．
12月29日～１月３日●

休館日 先

規模構造

事業開始
・年月日 昭和34年８月エ日

漣
．$◆

人員
’
筆職名 摘 要

職員の

設置状況
鰊

同和地区名を冠したセ

ンター・関連施設名等 ■●●
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館内図

(単位､f）
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２、１Ｊ

RhU8プレールー」
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100.00

多目的学習室

355.00

篝 頂夛冒司

体育館

,666.22

．Ⅱ｜’

施設周辺見取図

機械畠
更

豊
Ii１
人．
直、

料趨室
68.76 lＨ 薑



同和地区名を冠したセンター・関連施股名

脛
〒520名称 所在地

鷲、話 0775 開館時間ＡＸ ９：００～１７：00

土・日鯛日、祝日
12月29日～１月３日

;､C地面稜665㎡

建物面積，エＦ251.08㎡
２Ｆ96.69㎡

樽・造１咲筋＝ンクリート造２階建

休館日

規模構造

事業開始
年月日

昭和51年４月ユロ

勤務形

彗i彗學1三
態

筆
噸名 人員 摘 要

職員の

般置状況

１
』
１
■
１

鰊 (窒影写真）

》卿蕊》
（

郵便番号、郵便番号、住所

鶴
同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施股名

同和地区名を冠したセンタ

■■ロー可二二竺塑 2０名称

0775■霞話 ＦＡＸ 開館時間 ９：00～１７：00

■P■■砂ご《fii簔釘
日・月噸日、祝日
12月29日～１月３日

休館日

規１銅騨造

事業開始
年月日（ 昭和51年８月１日

勤

窒

秀 形務 ・
霊職１名 人員 鏑 要

『 職員の

股置状況

鶚

１
』
１
’
３

(全影写真） <鎗内図Ｉ単位㎡）

｡◇

￣鼠

L/し
同和地区名を冠したセ

ンター・関連施股名等同和地区名を冠したセンター・関連施設名地区名を冠したセンター・関連施設名

、

－８－

同和地区名を冠したセンター・関連施股名
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同和地区名を冠した地域総合センターの名称

Z~￣

函回学区名
ＰＯ

1．センターの概要

利 :対象
帯数

利用対象

地則i町名
10,695戸
一一一一一

29,079人．
■躯■陸｢而弄H冤匡扉蒄Ｅ７Ｅ:Eラフ 用対象

ロ
同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施股名

iji蕊iii蕊|i露
〆つ－０．

､センター

の沿革

伊
道におゆて拠点となるぺき施股の開

偲期1厘!U瞳鵜,…
（

３
新

関連施設

鰯磯蕊鍵…七f型竺ii二塁
ふれあい活動、および相麟事業

生涯学習ｾﾝﾀｰ､公離､および人櫓･數塑萱iE図わる関係機関､団体
●
●
●
●
●

『
Ⅱ
｛
｜
ｎ
コ
】
（
二
一
〕
・
幻
一
一
戸
』
聿
〕

名および同和地区を利用対象地域

とするセンター・関連施設名
●

重点事項

位置情報直情報

同和地区名
学区名学区名

蟻蕊iiiiili騨鍵篝:iiiiiii蕊臺活動の特徴

（
○機構

《@画、

催
運営協議会

等の状況
Ｑも

、

－９－



2．事業の概要（平成７年度）

砂

（

し
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事業区分 事業名称 事業内容へ

■も

対象者

地区内

のみ

近隣を
含む

相麟事業

職業相険

教育．,子育て
相鱗

くらしの相麟

職業安定所と連携し、求職・職miI等の相談に応
じる

ｐ●

､子どもの教育・子育てに関わっての不安や悩み
ごとの相談に応じ、その内容によって専門機関と
､有機的な連携を図り、解決にあたる．

日常生活上の様々な相淡に応じる。

○，

○

○

調査および
研究

くらし．教育．
高齢者福祉に
関する鯛査

地域の教育力向上と高齢者福祉を中心にした地
域福祉のまちづくりをすすめるための調査（アン
ケートを含む）を実施し、地域の住民自治の形成
に役立てる．

。

自主的活動
の育成指導

文化・
活動

サークル

の援助

賭団体への援助

社交ダンス、中国語等の自主的な文化教養活動
に会館施股を供用し、これらサークル活動の活性
化に資する。

老人クラブ・母親クラブ等の活動を援助するた
め、適宜、指導.･助言を行う。

○

０

教育、文化
の向上お
よび啓発

私たちの人櫓を
考える教室、お
よび人櫓週間肥
念事業

広報活動

啓発冊子･の
発行と活用

､鱒師を招いて計５回の学習機会を股ける。内容
は人横問題を広くとらえ､高齢者､女性､子ども、
外国人等の差周りに係る平等櫓と同時に、生存・労
働・酋論等の自由横の閥MgIをとりあげる。また、
人相週間を:B念し、數脊・福祉等の広域地域畷題
に即した内容で舗演会を開催する。

会館だよりを毎月１回発行し、近隣を含め全戸配
布する。．

住民を主体とし、その要求に基づく啓発教材を作
成して、その種種的な活用を図る゜

○

○

○

福祉の増進
保健衛生
の向上

料理．､教童

福祉研修

より良い食生活のあり方を学び、健康で明るい
生活につとめるとともに、料理をとおして人櫓課
題の理解につなげ、ふれあいを進める。

福祉の取り組みにおける先進地研修を実施し、
地域福祉の取り組みをﾌﾞﾗｰめる。また学習会等も
行う ｡

○

０

同和対策の
推進に
関すること

広域地壊づくり

地域内外の住民の交流を促if§し、地域内外の共
通課題に取り組むとともに、地域内においてはい
住民の自治形成のために、実行委員会等の組織化
を図りなｶｴら住民要求に基づいた事業を実施する。

ロ▲凸P
〆

０

その他

関連施股との
協力連携

子育て･生きがい
ネットワーク

平成６年度に引き綴
蹟交流集会」を開催し
福祉の協力協同の輪を

｢教育・福祉地
広域地域におけ
げる。 篝

動案
青．

。

○

学区名を冠したセンター・関連施股名および同和地区

を利用対象地域とするセンター・関連施設名



/－厘ョ３．地区の状況

芭芭■祷秬ロョー■■照P囚邸悪璽襲薦■
卜開発に伴い、現代的都市化状況が更に進み、近隣へのアパート、マンションのH鈩匹塁

同和地区名同道みつつある。

同和対策事業の進捗面において

区改良事業の隠可を受けて、住環

以て環境改善事業を全て完了し、

またソフト面においても、積極

パル)運動」に見られるように■
通した、豊かなまちづくりの実践

地区の

慨要 鰯ＩＤ羅謹iliiiif鰯鱸壱
および住宅地

昭和63年度を

部落差別の解消に向けて大きな前道を見てきた。

対応を図り、今日における「広域地域づくり (ス同和地区名名

動」に見られるように■■I地域住民の自立と、近隣地域住民との交流と連帯を
豊かなまちづくりの実践として結実している。．

男女別人ﾛ

ｰﾗ「~可一安一
65歳以上

老人人口．
地区１名 地区世帯数． 地区人口

鰊
世帯

（
人 人 人 人

.￣ 214 564 286 278 7７

‐
！
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
ｌ
１
Ｉ
‐
ｉ
‐
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
‐
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
．
ｉ
－
１
…

地区世．'帯の内駅（A）

喬濡~署~忍~需T毎~字~種~蔚汀;て~字~盃~零T宅751厩蒋
側のうち生活

保護世帯

(ＡＩのうち障害

者のいる世帯
世帯類型

３３

(うち単醤IPU錨i祉馴

５ ２ 174 ２２

性活lRlUi職8.1脚

１９

(､轄箪f人員21人）

霊室三三
公共施設

の状況

住宅の

状呪

公営住宅数

１１１

その他の住宅数

で鵡圓鰯子鑿蘂鵬蹴鰯騨雛ころ……業と゛
地区内

産蕊
大字名を冠した施股名（

鰊 ､

農林

漁業

卸売
●

小売業

鍛辨密 醜･噸

麟･ガス

水道業

サービ

ス業

鋺労形態 建設業 製造業 公務 その他 計

就業の

状祝

１人）

常用

雇
用

臨時
●●

日厩

Ｃｅ

自営業者

●
、
■
。
０
０
０
●
●
ロ
●
□
０
●
△
Ｏ
Ｐ
Ｑ
９
０
句
Ｐ
Ｕ
比
■
ｑ
■
９
Ⅱ
０
０

高等

専門

学校

専修

各種
学枚

高等

技術

専門校

教育の

状祝

く人）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 その他 計

1２ ６ 4２ 1９ 1７ １ 9７

11



●◆

自治会名

舸
（

､グ

（

『

ＣＧ

-１２－

一t凸

4.地区内団体の活動状堺/~￣￣ ●●

ヨ

●

自治会名

団体 `;／
／

活動内容
'

ニ

ー自治会
一自治会

＝ｐ自治会

毎月定例会を開き、文化・スポーツ行事を行って、住民自治の発展と連帯

意職の高揚を図る゜

／￣￣￣￣￣￣￣￣ 、諒忘Tｌ

つくし母

／

小中学生の母親を中心に、３４名の会員で組織され､,研修活動、レクリエー

ション活勤を通して、児童の健全育成と児童福祉の向上を図る。

〆
￣公営住宅

熨求j§/答『
活の利便に資する活動を行う。

簡二住宅の入居者で組織され､簡二住宅払下げの実現のための活動を行う。

北神老人クラブ
53人の会員で組織され、レクリエーションや、地域の澗掃活動を行い、会

貝相互の親睦と、生きがいづくりを図る．

北青ク ラブ

－鹿天
憩の家運営委員会

青少年健全育成会

部落解
」

￣ 支部
一

￣

大津市からの委託を受け「老人憩の家」の管理運営を行い、老人福祉の向

上に努める。

０

児童の保護者、教員等が中心となり、子育ての工夫､子どもの槻子､成長､.

発達の見方について研修と交流を行う．

同和地区住民を中心にjiZ綴され、部落の完全解放を目指した運動を行う。
▲ ｢雨雨E;i〒］

学区名

△〆
￣』らの展望.

広域地域づくり

推進委員会

地元３自治会、近隣11自治会、保・肋・小・中各校圃その他、広域地域

における関係機関・団体で組織され、地域内外住民の融合を通して、２１世紀

に部落差別を持ち越さない展望を見出すために活動する。



鰊
（

（

『

Ｇ◆

、｡

－１３－

、’１４．

５．センターおよ忠股一｢7面i藷。 「

．

同和地区名を冠したセンター・関連施股名
･住所

名称
P.

／ 所在地
〒520戸

電話匠亘 OｆｆＡＸ 開館時間

●

９：００～２１：00

規模構造

､〆.⑤
●－０

敷地面積1,282.64㎡
建物面積１Ｆ３虹.21㎡

２Ｆ320.94㎡

－台

●

構造鉄筋＝ンクリート造２階建

休館日

事業開始
年月日

土・日曜日、祝日
12月29日～１月３日

昭和44年４月ユロ

職員の

設置状況

職名

館長

主査

事務吏員

用務員‘

参事

人員

ユ

１；

1

１

1

勤務・形槻

専任 兼任 嘱舵 臨時 常勤 非liiii

○ 。

○ ○

○ ０

○ ○

.○ ○

摘要

同和教育指導鰹主審

鑪内図
(単位㎡）

(最寄図）
●

,／



学区名を冠したセンター・関連施股名および同和地

区を利用対象地域とするセンター・関連施股名 回
〒520

９：00～1７８００

日・月晒日、祝日
12月29日～１月３日

鱗挺謹。
敷地面積
建物面積

櫛造

休館日

規模構造

昭和56年11月１日
番号｜日愈話番号愈

Ｅ可司Ｅ百田rTFHr五コ匠THmyTp

-nU■■■、U■回■■
￣、、■■■■■■回■■

■■。

鏑職名 人員 要

職員の
｡

股遜状況

鰊 (館内図：単位㎡）(全影写真）

〔

施股全薮写真

〔

「

,0－－〆

●●

－１４－

ク

Ｊ'1キ

[Ｚ豚】

田空位

釘.8

志Iｆ 瓢Ｐ
狢会宜

罰.８

0【､？ 田ｉ７;可

サンルーム”０６

HI
ID§ j:ＩＦ【

、釣亘

皿０．８



総合センターの名称

１．センターの概要 同和地区名を冠したセンター・関連施股
学区名

利用対象
世帯数利用対象

地域名

839戸

3,023人

■■■学区
利用対象
人ロ

昭和46年７月27日

昭和47年４月15日

昭和50年11月25日

昭和55年５月12日

平成３年10月19日

平成４年４月１日 謹議!…:…
f『つ…偽

センター

の．沿革

鰊
（

ユ・一般施策への移行に係る地域住民の自立を側面・後方から援助協力する。
２．校園との連携により児童生徒の健全育成を図る゜

Ｂ・地域内の公共用地、公共施股の円滑な管理運営の協力
４ｍ童業就労、労働福祉の向上

5.地域の歴史洞対事業･同和教育のまとめによる資料の編纂と啓発

重点事項

地域内公共施段を利用しての交流活動の促道

校園との連携を図り教育力を高める保N鍵f活動の援助
自主鮮座（従前の会館定例鱒座等）の運営の授助
地域内での自治会を菫体とする各種団体活動への援助協力

●
●
０
■

『
Ⅱ
｛
（
⑰
夕
】
、
ユ
）
△
列
』
《

活動の特徴

O機構・構成 Ｏ活動の内容

･運営協駿会年４回
５月

・委員委嘱、役員選出
・事業報告

・事業計画審議
８月

・会館の将来像検討｝
１０月

・会館の将来像検討
３月

・事業経過報告

同和地区名を冠したセン

ー・関連施設名

したセン

『

運営協議会

等の状況

◆０

、

－１５－

ＩＬ

市長

運営協譲会１焔

行政代表－２名
学校教育代表－２名
地域自治会の代表４名
部落解放同盟支部の代表ユ名
地域の代表

地域団体代表
２名

４名

学職経験者２名



2．事業の概要（平成７年度）

鰊
（

（

『

Ｑ●

、

－１６－

事業区分 事業名称 事．業内容

対象者

地区内

のみ

近隣を
含む

相麟事業 各・菰相談
･関係機関簿との連携により､行政・教育・住宅.

就職・人権問題等の相麟活動を随時実施
０

鯛査および

研究

教育就労

実鰻鯛査

･進学、中退状況およびiWf卒者の就労、雛転職状

祝鯛査
Ｐ

０

自主的活動

の育成指導

自主露座

団体育成

･珠算生け花、

の運営援助

轡道等（従前の会館定例辮座）

･自治会を主体とした各種団体の自主活励につい

ての援助協力
○

○

教育、文化

の向上お

よび啓発

校園連緒会

文化祭

広報

ライブラリー

研修会

.保幼小中との定ﾌﾞﾘI的な傭報交換等を行い、児童

生徒の健全育成を図る゜（年６回）

･地域住民の文化の向上および近隣地域との交流

を図る゜（展示・発表・ビデオ等）停１回11月）

･会館だよりの全戸配布（月エ回〉

･啓発涜料（ビデオ,冊子等）の貸し出し

･他地域、校園の研修受け入れ等による交流学習

の推進

０

。

○

。

０

福祉の増進．

保.億衛生

の向上

老人福祉 ･マッサージ（月２回）の実施．

／ ｢享置更司
○

同和対策

推進

の

に

関すること

人推協活動

△ず

理Ｆ
区人樹・生涯学習推進協駿会との連携

○

そ，の他 施設管理

●●

･市民運動広場、テニスコートの使用申込受付 ○



函３．地区の状況

i議Ｉ蕊|蕊ilil霧！；地区の

慨要
昭和61年に路線パスの乗り入れも実現し

通の便も良くなり、通学や産業就労に大き

■

と、交

平成３年度には､全国で初めて改良住宅の蔽渡が地元住民の大きな力添えで達成でき
空襲主ど＝仁ｒ･ＺＺｈ酉とも大きな鰹邉あげ丁轍3草ii箙髄鰄雛鳥
者および未賓を招き、同対率業完了自立宜貫祭を開催し､新しい町づくいに明居U,､屋璽祭を開催し、新しい町づくりに明るい展望
が開けている。同和地区名

男女別人ロ

ー勇司~烹一
65歳以上

老人人ロ
ー

人

１２７

地区Ｎ名 地区世帯数 地区人口

碑
世帯

（
人 人 人

210 629 336 293

諏簔邇昊;T:下暮w露f:=!:廟11蒄鈴i露
仰のうち生活

保謹世帯

６

性情廠靭MjA）

側のうち障害

者のいる世帯
－－__＿＿

１５

(Wii魯諸入賞16人）

世帯類型
４１

(うち単身世帯2』

４ ２ 163銀
公共施股

の状況 2５

住宅の

状呪
改良住宅数
一

８

公営住宅数
一

１０

その他の住宅数
一＝戸

一部に製造業が

しつつあるが大半 護嵐鑿鴛寧繩rい･鍵鍵健､'……鳧了し逓代化

学区名を冠した福祉施設名設名 同和地区を利用対象地域とする施設名

『
農林

●

3$（業

卸売
●

小売業

Ⅶ“》 週ｉ'瀧

噛･沈

水遺業

サービ

ス業

耽労形態 建股業 製造業 公務 その他 計

耽業の

状祝

（人）

常用 ２

雇
・
用

3２ 1５ 2３ ５ 3３ 3７ 3４ 2６ ‐２０７

臨時
●

日慰

Ｑ６

１ １ ３ ３ 10

自営業者 3６ 1２ ２ ６ 1２ ３ 11 8２

１
１
１

高等

専門

学校

専修

各種

学枝

高等

技術

専門校

教育の

状祝

（人）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 その他 計

1６ ４ 4５ 2２ 1７ ７ 116

、

－１７－



､

４．地区内団体の活動状況

脾
（

（

「

○ｓ

０

－１８－

団体名 活～動内容

自治会
･会員数188人・毎月定例役員会麟を行い､学区自治会との連携ならびに住
民自治振興､地区内行事の推進等地区内団体の中心的役割を果たしている。

婦人会
･会員数70人・学区婦人会や自治会との連携行事{地域活動、会員研修等

を行っている。

松葉会

（老.人クラブ）

･会員数65人（60歳以上）・毎月定例会麟等を行い健康の増進、地域美化

作業寸他クラブとの交流、会員WH卜修親睦旅行等を実施。

自瞥団・消防団
･自警団10人、消防団10人・毎月定例会蟻を行い、地域行事の推進協力な

らびに火災等の予防活動を実施。

農業組合
･農家数48人・農業近代化の促進、生産性の向上に係る活動、協同作業の

実施。

生産森林組合 ･組合員数134人・森林の植林簿財産管理および組合員の親睦を図っている。

納税組合 ･組合員数150人・納税の推進および組合員の親睦を図っている。

十人衆 ･地区内の長老10人で組織され､祭礼行３１Fや自治活動への協力を行っている。

幼・小・中ＰＴＡ
･会員数幼４人、小32人、中18人・会員の研修、校園との連携、地区懇談

会、交流会、レクリニーション、環境美化活動を実施。．

たつの子クラブ

（母親クラブ）

･保、幼、小の母親30人で組織され、定例会の開催、親子の交流活動､,児童

館との連携、会員の研修を実施。

体育協会
･自治会組織とともに体育レクリエーション活動ならびに各種体育行事に参

皇!＝=｢扉51面颪可
･支部員13人・各種支部活iib。

改良(分鰔>住宅組合 ･組合員数84人・改良住宅の買取（74戸)、公共用地の清掃作業等の実施。

分譲宅地組合 ･組合員数46人⑭住宅、宅地騨入資金の返済、楕掃作業の実施。

菊の会 ･会員数15人・菊づくりの技術鱒習､文化祭等への出品､会員の親睦活動。

●

踊楽会
･会員数７人・舞踊のグループ活動、会員の親睦ならびに敬老会への出演

筆

千歳、会
･会員数10人・大正琴のグループ活動、会員の親睦ならびに敬老会への出

槙等



Ｐ

砂
（

（

「

ＣＧ

，

一四一

５．セン釘一おJliHI施殴 ／￣ F､雇三~雇訂

．

同和地区名を冠したセンター･関連施股名および同和地

区を利用対象地域とするセンター・関連施設名

名．称

電話

■ロ
￣

￣￣￣

ＦＡＸ

－－－ 旨ＦＦ。年！H１

開館時間

話占豊■■■■＿
８：４０～1７８２５

規模構造

Ｊげつ-..

蓮

鋼
鋤
構 休館日

事業開始
年月日

土・日暇日、祝祭日
12月29日～エ月３日

昭和47年４月1日

職員

設置状

の

祝

職・名 人員
勤務形態

専任 兼任 嘱舵 臨時 常勤 ；儒輸

館長 1 ○ ○

主査 エ 。 ０

用務員 ’１ .○ ○

､学区名を託したセンタ

ＦＦ

－.関連施設名等

〒Ｆ

~￣￣￣

摘要．

■■■■■■■

７
／

／
ノ

館内図’

(単位㎡）

●

(全影写真） ,l／ (最寄図） ,／
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桐
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唖..－⑨芦．
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●

、

－２０－

､､ﾛ

５．センタ－および瀞≦GEテ ●

「 ｢蕊颪惠~正司

iUlljlF罫三割

●

●

＆

●

⑪

学区名を冠したセンター・関連施股名

名・称 所在地
〒520＝Ｐ

電話 0775 ＦＡＸ 開館時間 ８：４０～１７：２５

規模構造

敷地面
建物延
構 リート造平屋運

F愚顯。

休館日

事業開始
年月日

日・月噸日、祝祭日
12月29日～１月３．日

昭和55年５月12日
げ

勤務形～態

専任 兼任 嘱鮖 臨時 常勤 非iilii
■－－￣

館長

￣－－

エ

￣￣

○

￣￣－－

○ １１(本務）

主査 １ ○ ○ 貝

児童厚生員 ３
'



学区名を冠した地域総合センターの名称

「 ●

1．センターの概要

利用対象
世帯数 3,660戸利用対象

地域名 ■■学区 同和地区名を冠した施股名 利用対象
人ロ 12,802人

昭和妃年棚１日開股、隣保館、解放会館を経て、昭和55年４月ユ曰く地域総合セ

ンターとして位置づける。

平騨苧４月１回､寧称を地域総合ｾﾝﾀ弓１－:改称､より広域的な住民交
流の場をめざして賭事業を行っている。▲

げつ…・

センター

の沿革

Ｏ地域に根ざした教育活動を推進する。

○住民の自主活動を推進する。

０人梅意鯛を高めるための啓発活動を椎道する。

“ 学区名を冠したセンター･関連．

施股名

学区名を冠したセンター・

施股名

重点事項
（

特に地域に残る課題解決への取り組みと、法期限後を展望し館の運営に努めること

が使命であるとの認職のもとに、地域の実情に即した取り組みを進めるものである。
活動の特徴

Ｏ機構・構成 Ｏ活動の内容

･運営協麟会．年２回

６月委員委嘱

役員週出

惑業計画審議

３月事業報告騨
些、四．ＵＳＬユョ面－－丘｣－、■

市市 長長

ＯＧ

企画部地域擾輿室企画部地域擾輿室童

学区名を冠したセンタ

ー・関連施股名．

タ

学区名を冠したセンター・関連施

(38名）

学区名を冠したセンター・関連施股名

貯営協鶴貯営協鶴
運営協雛会

等の状況

１
－
０
Ｊ

『 一『講鐇・癖》》’
１
１
１
１

行政関係の長２名｜

鍵讓鑿蟇),篝｜
…験藪，名’

ＯＳ

０
－，－



2．事業の概要（平成７年度）

砂
〔

（
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事業区分 事業名称 事業内容

対象者

地区内

のみ

近隣を

含む

相談事業 各種相鱗

関係機関と連携しながら各種相鱗業務を行って

いる｡人権･住宅･環境・福祉保健･就労・教育．

生活等

○

調査および

研究

学区名

、「
■恥域
同和教育研究会

｢地域の子供は地域で育てる」という観点にた

ち、全校園およびセンター敵職員との密接な連携

のもと、子供の生活や学力等の実態、実情を正し

く把握し、高め、その道路保障に努めている。

(子育て研究部・教育内容研究部．

者連絡協議会）
缶和担当

．～

自主的活動

の育成指導
｡

団体青成
地域団体､会館利用者団体､体育館利用者団体

等の育成指導および交流の促進。
。

教育、文化

の向上お

よび啓発

各種露座

学．習会等

ふれあい交流

層０発・広報

子育て学習会・腕審会・スポーツ教室・手作り

購座・まちづくり学習会等各々３回～５回程度

-開催。

三世代ゲートボール大会・スポーツ交流会・親

子写生大会｡､学区文化祭各ユ回

人権学習会・人栂啓発人形劇・人櫓啓発映画会

等．随時

会館だよりの発行

○

○

○

福祉の増進

保健衛生

の向上

高齢者福祉等

⑤●

老人クラブ育成指熱年金・税金相談、老人憩

の家との連携騨鴬

-，－己。
’

○

その他 環境対、策

生活環境の整備を図る゛ための窓口業務を行う。

市街灯・道路・交通安全施段の充実

都市ガス・公共下水道等の施段促進

○



ロロ地区名

「歴３．地区の状溺

昭和45年頃より山手を中心に宅地開発が進み、地区の南斜面には一団地が完成、現在
地区の

概要

て独立している。震

今では転入者も70％

ツ等を通じ、周辺地

ら

座
同和地区名

男女別人ロ

ー房ヨーア「
65歳以上

老人人口．
区Ｎ名 地区世帯数 地区人口

『
世帯 人

（
人 人 人

衝■ 161 589 281 308 9７

、地区世帯の内訳（A）

丙~歸~署~笹~零T毎~字~冠~箒T〕忘戸~歪~蒋T雇う同厩需
(A)のうち生活

保趣世帯

(A)のうち障害

者のいる世帯
世帯類型

１５

(うち単身悩諾8）

１ ３ 142 ５

性活保磯率22i(,）

１３

個懲者人員13人）

鑿嚢崔墨
公共施股

の.状況

住宅の

状祝

公営住宅数

２２

その他の住宅数
卜

４．

鰯驚雛繼謡驍騨…縛脇す……
地区内

産業

学区名を冠した施股名

（

『
農林

漁業

卸売
＆

小売業

“繩轌 鋤･醜

噸･海

水遺業

サービ

ス業

就労形臓 建設業 製造業 公務 その他 計

就業の

状呪

（人）

常用

雇
用

臨時
●

日思【

自営業者

高等

専門

学校

専修

各種

学校

高等

技術

専門校

教育の

状祝

（人）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 その他 計

８ 1２ 3８ 2１ 1８ １ 9８

－２３－



４．地区内団体の活動状況
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団体名 活 動内客

■房 自治会
学区自治連合会との連携に努め、地域行事簿を行っている。

定例会、役員会など随時開値している。

照子供会 毎月一回役員会を開き、季節行事等を行い子供の健全育成に努めている。

￣青年会 レクリエーション、地域活動を行っている．

■■婦人会 毎月一回の役員会、スポーツ、文化活勤のほか、学習会等を行っている。

■Ⅱ■老人会 年間行事を通じて会員相互の親睦を図っている。

解同 ■支部 地域住民の解放意欲を高める学習活動などを開偶している。

解同■支部婦人部 部落問題学習などに取り組み、交流活動も行っている．
0

解固■支部企連部 経営相麟等を通じ、経営理念の砿立、経営基盤の安定化に努めている。

母親クラプ
●

母親相互の親睦と子供の健全育成を目的に活勤を行っている。

十五日会 地域の奉仕活動などを行っている。

なかよし文庫の会
本の貸し出しを行うほか、年数回のお賭し会の開悩など文庫活動に努めてい
る｡．､

￣

保・幼、小・中

館連絡会

毎月一回定例会を開催ｑ児童生徒の基礎的生活習慣の形成と自主的活動を促

進するため、家腱生活や学校生活を充実させ、児童生徒の健全育成を図って
いる。
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学区名を冠したセンター・関連施股名

名称

霞・話

巴区
0775

■座
ＦＡＸ 開館時間 ９：００～２１：00

､規模構造

“￣
口＞『

'@t地面積1,022.54㎡
建物面乳ir1F215,89㎡

２Ｆ160.00㎡

,樺造鉄筋＝ンクリート造２階建

休館日

事業開始
年月・日

±・日暇日、祝日
12月29日～１月３日

昭和48年４月1日

職員の

股置状況

職名

館長

主$査

事務吏員

用務員

人員

ユ

１

１

１

勤務形魍

専任 兼任 嘱托 臨時 常勤 辮鰯

０ ｡

○ ０

０ ○

○ ○

摘要

館内図

(単位】ｪf）

L雪輿」

【２階】

Of

戸． ､扇i雨南面可

科逼室
３７．５．

蕊
12.5

事務室
里.５

…
５

●

７１

便所

画.５

、
ホール

62.39

会pH室

40.0

テ
ラ
ス

和室

37.5

冊 漣.５

大会Ｉ目室

100.0

バ
ル
コ
ニ
ー

（最寄図） ／

電話番号

郵便番号、住所



碑

（

〔

鏑|人風鰊

００

、

－２６－

/~￣ 「

。

学区名を冠したセンター・関連施設名 郵便番号、住所

電詰番号

規模構造

敷地面積494.1㎡
建物面積１Ｆ248.4㎡

２Ｆ110.4nｆ

構造鉄筋＝ンクリート造２階蓮

休館日

事業開始
年月日

日・月畷日、祝日
12月29日～ユ月３日

昭和60年４月24日

職員の

股極状況

職名

館長

教諭

児童厚生廓

人員

ユ

ユ

３

勤務形態

専任 兼任 嘱舵 臨時 常勧 ；瀦iii

○ ○

施
＝＝＿

日虫Ｌ全紫写真
１１￣

｡

０

摘要

ノ

名称

電話

■U■■

ぺ
■U■■■

ＦＡＸ

所在地

開館時間
超エ土■■
９：００～１７：0０

規模構造

建物
槽 リート造平屋建

休館日
日趨日、祝日
12月29日～１月３日

13日

職員の

股置状況

職名 人員
専任

7-￣

勤務形態

兼任 嘱能 臨時 常勤

←

写真

非溌iｉ
摘要

ゴロ

(館内図：単位㎡）

●

■●

動
風呂

91所

弊
閥玄

所在地

開館時間

〒520巳
「

￣￣
９３００～１７；００

名称

電話

こ_Ｌ
)ＦＡＸ
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同和地区名を冠した地域総合センターの名称

，「

紗
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学区名

利用対象

地域名

伊つ
～イ向

センター

の沿革

４月に老人恵の家が、共同浴場跡に新築された。

改良事業の進展に伴

昭和52年12月17日、

した新iii竣エ。昭和

た。なお、平成元年

重点事項

環境改善等のハード事業が完了した今日におし､ては
みの充実に重点を極いている。

ﾕ．啓発活動の推進

2．地域i舌21bへの支援

０ 下記の様なソフト面の取り組

3．教育や文化を高める活動の椎ﾇﾋﾞＩ
４．相談業務の充実

活動の特徴 併設されている児童館との連携を密にし、

より、事業の効果を上げるよう努めている。
一体化した活動や事業展開を図ることに

運営鶴麟会

等の状況

○機構・構成

O●●□

●､

Ｏ活動の内容

ク

･運営樋議会年２回開催

５月役員週出､事業計
画・方針の審議

３月蛎業報告と)炎年度
事業について

市長

枝園長４

地域自治会の代表型

部落解放同盟の代表３

地域団体の代表４

学識経験者－２

行政関係者ェ

利用対象
人ロ 14,166人



２．事業の概要（平成７年度）

事業内容事業区分 事業名称

生活､人柑、住宅、就職、敦育等の相談（随時）各種相麟 ○

同和地区名同

会館J･児童館の事業について、子供会や母親ク

局鰯競鰯鳶jW2麟立iil
来､活発に活動を推適されてきてvくる￣
推進協艤会｣の益々の充実のために積極的態支援・

協力に努める。

自主的活動

の育成指導
各種団体の育成 ０

陣
（

教育文化擾興噸業として、子育て、町づくり等

各種の購演会、フィルムフォーラム簿を児童館と

の連携のもとに開催する。

騨演会等 ○

教育、文化

の向上お

よび啓発

地域住民の手作り作品や趣味の作品の発表、会

館の自主サークル活動の作品発表､､模擬店等を地

域の方々とともに開催していく。
－｢肩i『iil

文化祭 。

同和地区名

霊誌｢竹とんぼ』､■醗成協駿会の機関
０

紙「はばたき」の発行（月１回全戸配布）
広報活動

９月の老人福祉月間に地元自治会が実施されて

いる「敬老のつどい」への支援の他、地区内の高

齢者の情報収集等、常に高齢者の生活に目を向け

るように心掛けている。

敬老のつどい 。
（ 福祉の増進

保健衛生

の向上鰊
高齢者に関心の高い年金問題や健康問題等の学

欝P礫[菫iffio鰄竺
学習会鐸 ○

学区名

■勝区入梅･生涯学習推進協駿会活
Ｕ

を図り、人櫓意職の高揚を図る゜

人推協活動

への協力

連携 ｡●

○

その他 同和教育の推進と発展を図るため■■ブロッ
ク同和教育研究会に参加し､ブロック内の保・幼・

小・中・商・養護の各学校及び児童館との連携及
び合同研究を行う．

|活動

樋力
○

ザ､

学区名を冠した任意の

研究組織名

，

－２８－



3．地区の状況

'3F 膜隣接している。

Ⅱ年からの環壌改蔚

いる。このよ

境改馨鱒鍵に

区名を冠した

地区の

概要
うに当地城は交通の便によく恵まれた環境の中にある。昭和50年か
よって、住宅をはじめ道路、公園等の整備がな
た面影はみられない。

また、一般施策として建設された老人憩の家
の利用者が多く､市民融合による住み良い､明

区名を冠した施設名

(〕地区外から

ている。同和地区名
0斗

男女別人ロ

ー宮一宇「＝＝
65歳以上

老人人口.
地区１名 地区世帯数
一

世帯
２８１

碑 地区人口

人 人
（ 人

■■ﾛ■■
人

703 338 365 9６

同和地区名を冠した施股名

雨豐蒄昊訂:'二鵠莞豐篝｢薑鶚壼！
仰のうち生活

灘
(A)のうち障害

●

者のいる世帯し

世帯類型
４６

(うち単身世辮，

１ 234

(i鏑簡人員－人）銀》一公共施股

の状況

:蟻 =k岩鶚；

」》

住宅の

状呪

特徴的な産業はないが、一般地区に比べて比較的に土木Ｐ建設業やサービス業が目立
つ程度である．

地区内

産業（

『
農林

･

漁業

卸売
●

小売業

敵
険

魑
金
保 鋤，醗

鯛･ガス

水道業

サービ

ス業

就労形態 建股業 製造業 公務 その他 計

就業の

状呪

（人）

常用

厨
用

5３ 1６ 241 ２９ 7３ 210
ＱＣ

臨時
●

日雇
1８ ５ ８ 10 ２９ 7０

－－

自営業者 １ 11 １ ９ １ ３ ９ 3５●￣

高等

専門

学枝

専修

各種

学枝

高等

技術
専門校

教育の

状祝

（人）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 その他 計

2３ ３ 4４ 2４ 2４ ８ ７ 133

､－２９－
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4．地区内団体の活動状況 /￣￣￣ 同和地区名

団体名 活動 内 ／ 容

■■■■■
白拾ﾏヘミ

学区自治連合会との連携を深め、部落解放同 支部とともに、地

域の中心的役割を果たし、町内の文化、スポーツ活動に取り組み、地域の発

-尾iと努めている。 ｢扉扉FＥ１

■■■■■“
錦人、会

1-,輌iiﾌ(壺丁 母親クラブと連携し、婦人の地位向上と地域振興ならびに健
康促道に努めている。

部

自主自立の意織の向上を図り、部落の完全解放をめざし、町内各種団体お

よび会館と連携し、地域の発展に努めている。

●

呼親ｸﾗﾌﾞ
児童館事業への協力や、他の婦人団体と連携をとり、子どもの育成や母親
の教養を高めるよう活動している。

寒楽会

■■膵人ｸﾗﾌﾞ）
地区内の１W掃等奉仕活勘や健康を保つためのゲートポールや花づくり等を

行っている。．
●

子供・会
､少年野球、少女ソフトボール、どんど焼き、その他子育てに関連の深い団

体と共催しての子育て事業等を行っている。

二つ
･保育園の地区内保漣者会・保育園の各種率業に協力している。

i■育成協駿会
小・中学校、保育園、自治会･解同役員等で組織し、青少年の健全育成に

努めている。また、啓発鰭「はばたき」を月１回発行している‘

■推進協艤会

地域内各種団体の三役で組織されており、情報交換・意見交換を図D、力

を合わせて地域内のいろいろなことに取り組んでいこうと月１回協駿を行っ
ている。



鰊
（

（

『

●▲

０

－３ユー

「 戸
同和地区名を冠したセンター・関連施股名

名称

電話

~~￣

07751 此Ｘ

所’聖地

開館時間

〒520傍

９：00～２１：00

規模構造

鋒つ
■＞０

j懲物面讃

構造

■砂股
ユ,022.54江『
ユＦ357.86㎡
２Ｆ３５０．００㎡

鉄筋＝ンクリート造２階麩

休館日

事業開始
年月日

日・月畷日か祝日
12月29日～１月３日

昭和50年１月１日

職員の

､股置状況

職名

館長

主 幹

事務吏員

用務負

人員

1

エ

１

１

上

勤務形魍．

専任 兼任 嘱髄 臨時 常勤 鋪Mii
摘要

○ .。 児童館館長兼務

○ ０

○ ０

０ ○

館内図

(単位､f）

【ｌ隣】【２階】

'1,ｍ■

事務童
2１

蝿`４１醗可

出綏ﾆﾚ⑭亘

鰯

玄関

ホール。

年刊室
６８.“

ⅢBＴ

零
12075

髄jＩ
釦｡閲

冠 便所

28.07

大会R日直

9８．

請
UBT

施設全景写真

電話番号



同和地区名を冠したセンター･関連施股名

電話番号
〒520

在地

９:００～17300ＡＸ

l111111111簔蝿
日・月暇日、祝日
12月29日～１月３日 杉

規模構造

昭和53年１月１日

Ｅ可弓ﾛﾛ悪司Ⅱｺﾏ剤ｒ玉．■TTHEZm

-■ﾛ■■■回■■■■回■■｢~￣本務）
－Ｆ■■■■■■■■回■■’

昭■■■

鏑 要

戦員の

股極状況

紐 （全影写真）

を冠したセンタ

股名

同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施設名等同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施設名 照
、

一一
同和地区名を冠したセンタ

ー・関連施股名Ｉ 回
〒520

、

０７７５ ９：00～１７：00

日・月畷日、祝日
12月29日～１月３日

蕊1雲蟇I

率
醸
造

“
》
樽

規模構造

昭和53年ユ月1日
Ｊ
０
１
Ｌ
、

勤務形態

…ZT爾蒔TNriiiT;F露ｉ
摘 要職名 人員

『 職員の

股腫状況

施股全景写真

随内図：単位㎡）(全影写真）

Ｑ●

、

－３２－



学区名、地域の地理的要素、故事等を冠した地域総

合センターの名称.『
大字名１．センターの概要

利用対象
世帯数

》｜瓠

利用対象

地」96名 利用対象

､学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセンター・関連施股名と住所

Ｉ聾iPil1iiiiiiiii鑿iiiiiiiiiiii;iiiiiiiiii5住所
」/ク〒
の沿革

囹
｡昭和63年10月Tとは児童館東砂 側

（
□

学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセンター・関連施設名学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセン》》●●●
０
０
●

１
２
３
４
５
６

学区名、地域の地理的要素、故事等を冠した施股名学区名、地域の地理的要素、故事等を冠
重点事項

の推適

を有効に活用し、親子活動、スポーツレクリニーション

である．
活動の特徴

鐘ﾓﾓ濟警靖力や塗舳蘭…祷駒…ふれあい･人…､…
学区名、地域の地理的要素鱈故事等を冠したセンター・関連施設名学区名、地域の地理的要素鱈故事等を冠したセンター・関連施設名

Ｏ機構・構成．

委員会

・４月

ｎ月

３月

委員会年３回開催

・４月窓業計画等審議

エ0ノヨ半期の反省、点検

３月反省と次年度事業

について

学習会

１月先進地視察

市一一”｜｜剛

長
郁

郁
策

本策
エ
対『

運営儲I麟会

等の状況
貝会 (17名）

近
繼
零
着
自
治
会
代
表
者
３

地
域
各
団
体
代
表
者
７

小
・
中
学
校
長
２

保
育
園
長
１

民
生
児
童
委
負
１

学
区
人
推
協
１

学
区
子
ど
も
会
代
表
１

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク
タ
ー
１

Ｃｅ

０

－３３－



2．事業の概要（平成７年度）

紐
（

〔

『

ＣＧ

、

－弘一

事業区分 事業名称 事業内 容

対象者

地区内
のみ

近隣を

含む

相麟事業

職業相鮫

教育相麟

健康相麟

各種相麟

隔月エ回 職業安定所､職業安定鶴力員による。

月１回市宵少年指導センター職員による。

隔月１回市健康管理燦保健婦による。

.随時

０

○

０

０

自主的活動

の育成能i噂
各種団体の育成

子ども会、婦人会、老人会等のリーダー養成と

活動育成．
０

自主活動学級

小学生週ユ回仲間づくり活動､体育文化活動、

奉仕活動。

中学生週１回（戯験前は数回劃上学習）基礎
学力の補充、奉仕活動。

○

各種鱗習鱗座等

･定例…轡き方（子ども、大人)、生花､健康体操

(月２回)、珠算(週３回)、くらしと健康(料理）
(年６回)､老人学級(月]し回)､婦人敦銭露座(年
４回）.

･短期…ワープロ（年１回３日間)、七宝焼、
づくり敷室(年２回）

手

○

○

広報活動
bO

､会館だより発行。（月１回､町内全戸配布､近隣
各町回覧）

０

人権ＷｉＩ座

地区住民、近隣住民、周辺企業に参ｶﾛを呼びか
け、身近な人穐問題や不合理なことなどを今一度

考え直すことにより、同和間題を含めた蓬BUの解
梢への共通理解を図る゜ 年４回

○

その他

紬「涼祭

文．化祭

花いっぱい運動

学区人推協と協力し､地区内児童遊園にて開催。
学区民に地区の現状を見ていただくとともに、地
区住民との交流を図る゜

近隣各町からの出品を含めて開催。 年ユ回（２

日間)作品展示､児童音楽発表､映画会､模擬店．

地域の蕊境美化に取り組み、 ｢明るい町､美しい

町」づくりを推進．

フラワーポットで町内を花いつぱいに。

○

０

０



３．地区の状況

当地区は、近く

通の便は非常に発

それでも、地理

xあり交

地理的には

らず障害となうてきたように思われる。しかし、解

れ、解放への動きが高まり、地域総合センターとし
てきた．

は昭和58年児童館新設とHHmliiも充実し、学習、鱗座

実践活動を図D、同和問題に対する正しい理解と躯

地区の

慨要

男女別人ロ

一夏~ヨーーマ「
65】鶚以上

老人人口
地区名 ,地,地匿世帯数 地区人口

脾
世帯 人 人

（
人 人

煩■ 109 276 129 147 5３

蒜:壹蕃i恵|:戸!；雨ﾘﾄﾞ万鑑癖
同和地区名を冠した施設名 (A)のうち生活

保護世帯

(A)のうち障害

者のいる世帯
世帯類型

２９、
(うち単身世滞２

１ 7９ ５

(生活H蝋118,1MJ

１３

０mi害者人Bi14人）

鑿EIE：嚢￥
公共施股

の状況

拳；
1,剛Ａｌｌｌ－
その他の住宅数

１１．

住宅の
Ｇ

状祝

ii簔簔臺雲雲i鬘i雲;iiﾂﾞﾂ……学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセン

ター・関連施股名

学区名

ター．（

『 学区名、地域の地理的要素、故事等を冠した施股名、地域の地理的要素、故事等を冠した施股名学区

就業の

状呪

．（人）
｡◆

営業者

教育の

状祝

（人）

-３５－



4．地区内団体の活動状況

鰊

つシ〃口Ｊ１ｕ、

ロロ地区名

（

'1,■、
屯

ＣＧ

－３６－

、一一唾 ●

団体名 活動内容

大空子ども会
小学生1略で組織され、スポーツ、キャンプ、クリスマス会や艇生会等年間

計画を作成し、自主的に行っている。また、町内消掃奉仕にも協力している。

婦人会

各種鱒座への秋極的な参ｶﾛと学区婦人会の各種行事、町内行尊Fへの参ｶﾛと協

力。また、納涼祭・文化祭には模擬店を出店するなど連帯意織の向上と会員

相互の親睦を図っている。

老人会
60歳以上24名で組織され、毎月１回定例会、研修旅行、神社の楕掃等自主的

に行っている。

月 暇・会 婦人有志８名で組織され、毎月第１月鯛日に自主的に学習会を開いている。

住宅組合 住宅改修資金貸付金等の徴収償還事務．

､部落の完全解放のための賭活動。



学区名、地域の地理的要素、故噸等を冠したセンター・関連施設名

．回
〒522

魎鯖番号､.ｎlx番号５．センターお

〒522
■ﾛ■

平日８：３０～１７：１５

土・日鰯日、祝日
12月29ローユ月３日

敷地面積．683.90㎡
建物面積１Ｆ256.53㎡

２Ｆ100.00㎡
樽造・鉄筋コンクリート造２階建

規模構造

昭和38年４月エ日

Ｅ可司E胃早Ⅱ■丁FHr玉｡HTT■圀罰、

－ｍｍ■■■■■■回■■■■■■■■■■■
卍汀■■■Ⅵ■■■■■■回■■－
－■■■■田■■■■■■回■■■■■■■■■■■
耐田町■P■Ｆ■■■■■回■■厩一
応Ｆ耐呵囹■■■■■■回■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

鏑 要

職員の

設置状況
鰊

（

孑

館内図

(単位㎡）

(２階）

（
F壺三雨。 施股周辺見取図

『 (最寄図）(全影写真）

ＣＧ

戸

、

－３７－

防人
7.00 ；製ｉｉｉｌｌｉ
図谷・

学河宜
型.喝

』趣俄血

鋤｡斑

バルコニー



￣●

～、、

住所
電話番号、ｎｌｘ番号

■■■
2２

名称 在地

４月～９月
10月～３月

10：00～１８：00

10：00～１７：00
電話 0749 開館時間ＦＡＸ O池９

土・日曜日、祝日
12月28日～１月５日

敷地面積
建物面預
構造

361.55㎡
203.69㎡

鉄骨造平屋建

休館`日

規模榊造
事業開始
年月日

昭和58年４月]L日

勤務形態

匝匝麺専T寵iT燕Nｉ
鞭毛 人質 摘 要

学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセンター・関連施股等 Ｆ本務）
(本務）

(本務）

副・主幹ｌユ ０ ○
職員.の

鰊 学区名、地域の地理的要素、故事等を冠したセンター６関連施股名 ｏ
ｌ
ｏ（

用務員ｌエ ０ (本務)．

Ａｒ匹璽竺竺1Ｊ悌内図:単位㎡）施股全殿写真(全影写真）

（

『

ＱＣ

０

ＰＳ

、

-３８－

■Ｂｉ
12.10

描公宜
空■色白
】9.m

プレイルーム

蛸０｡】８

●■●

玄間
５０面

卒苛己
８.師



同和地区名を冠した地域総合センターの名称
DＦ

`,1Mh、
(

（

（

鰊

▲６

、

-３９－

同和地区名
グ

センター

の沿革

昭和42年１月公民館を－部改築拡充して発足

昭和46年２月現在地に移転

昭和46年12月集会所を増築

昭和50年４月教育集会所事業開始

昭和53年４月隣保館・教育蕊会所を一体化し「地域総合センター」となる

平成元年11月会館前駐車場の整繍拡喪

平成２年３月集会所鯛理室を増築

平成４年３月会館事務所を増築！

重点事項

1．町づくりの推進のため、地区の牒題や現状を見つめなおす懇麟会および自主的な

組織活動の推進や連帯意職を培うコミュニティ活勤の推進

２．近隣地域との対瀦交流の推進および同和問題の啓発．

□

3．日常生活から派生する賭問題の相麟活動や就労促進活動の推進．

活動の特徴

ｴ．子どもを守る会一町内の各種団体が一体となり、家庭教育や地域生活のあり方を
考える。

2．瀞日学習会一高学年を対象にクラブ活動による自主的な学習会６

3．和合学習会一中学生を対象に英数敬重を開股して基礎コース、練習＝-スに分け

学習の習慣化を図っている｡

4．学童保育事業一留守家庭の低学年を対象に学力の充実、学習の習慣および生活規
律を身につける。

５．ＫＩ推進事業一Ｋエ椎j瞳委員会を股置し、地域のさまざまな問題に対して、主体
的に課題解決・問題解決へ向けて取り組むことができる力量を持った自主・自立の
町づくりを目指すための組織強化と実施体制づくり．

花いっぱい運動等住民一人ひとりの手による美しい町づくりを目指したクリーン作
戦の展開。

運営協駿会

等の状況

O機構・構成，Ｏ活動の内容‘鬼

(35名）

町内各種団体代表者２７名

学校教育関係者２名

学職経験者２名！

その他４名

会館事業計画の審議

｡#F業報告と反省

地域活動の連絡調整

先進地視察研修等

市長

センター長

運営委員会

利用対象
世帯数

利用対象
人ロ

594戸

1,707人


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































